
広
島
・
下
岡
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
宇
下
岡
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
三
月
七
日
を
三

一
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
府
中
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
倉
豊
文

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

（安
芸
駅
館
跡
，し

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
岡
田
遺
跡
は
、
安
芸
国
府
の
所
在
地
と
推
定
さ
れ
る
広
島
市
東
郊
、
安
芸

郡
府
中
町
の
西
北
端
に
位
置
し
、
西
南
に
は
り
出
し
た
小
丘
陵
の
南
端
に
所
在

す
る
。
道
路
工
事
中
、
古
瓦
の
出
土
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、　
一
九
六

三
年
に
第

一
次
調
査
が
行
な
わ
れ
、　
一
九
六
四
年
の
第
二
次
調
査
で
木
簡
が
出

土
し
た
。
な
お
、
調
査
は
そ
の
後
第
三
次

（
一
九
一ハ
五
年
）、
第
四
次

（
一
九
一ハ
六

年
）
が
行
な
わ
れ
、
古
代
か
ら
中
世
に
わ
た
る
建
築
跡
が
検
出
さ
れ
、　
官
衡
跡

と
推
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

検
出
遺
構
は
、
古
代
の
礎
石
建
物
跡
が
東
西
棟

（南
北
二
間
ｘ
凍
西
四
間
以
上
）

と
南
北
棟

（南
北
六
間
×
東
西
三
間
）
の
二
棟
、
据
立
柱
建
物
は
倉
庫
と
考
え
ら

れ
る
総
柱
建
物

公
二
間
近
二
間
）
が

一
棟
検
出
さ
れ
た
。　
ま
た
、　
こ
の
倉
庫
の

西
約
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
深
さ
五

・
三
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
素
掘
の
井
戸

が
検
出
さ
れ
、
木
製
品
と
と
も
に
木
簡
が
出
土
し
注
目
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の

ほ
か
に
も
方
位
の
異
な
る
掘
立
柱
建
物
が
数
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
中
世
の
建
築
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

出
土
遺
物
は
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
土
師
器

・
須
恵
器

・
緑
釉
陶
片
お
よ
び

木
筒

・
木
函
の
蓋

・
曲
物

・
下
駄

。
木
片
等
が
出
上
し
て
い
る
。
古
瓦
も
多
量

に
出
上
し
、
軒
瓦
は
重
圏
文
と
重
廓
文
の
組
合
せ
で
、
難
波
宮
跡
出
上
の
セ
ッ

ト
に
酷
似
し
て
い
る
。
な
為
、
安
芸
国
分
寺
跡
出
土
と
同
絶
の
均
整
唐
草
文
軒

平
瓦
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
遺
構

也
還
物
か
ら
み
て
、
寺
院
跡
で
は
な
く
官
衝
跡
と
推
定
さ
れ

る
。
建
築
跡
の
構
造

・
配
置
、
出
土
古
瓦
の
様
相
、
木
簡
の
出
土
か
ら
み
て
国

衝

・
郡
衝

・
駅
館
跡
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
丘
陵
端
部
の
斜
面
地
に

立
地
し
、
比
較
的
狭
い
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
、
倉
庫
の
少
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
み
て
、
国
衡

・
郡
衝
を
想
定
す
る
よ
り
駅
館
跡
の
可
能
性
が
大
き
い
。
遺
跡

付
近
の
地
名
に

「早
馬
立
」
が
あ
る
こ
と
、

『
日
本
後
紀
』

大
同
元
年
五
月
丁

丑
条
に
み
え
る

「勅
、
備
後
、
安
芸
、
周
防
、
長
門
等
国
駅
館
、
本
備
蕃
客
、

瓦
葺
粉
壁
…
Ｉ
」
の
記
事
か
ら
み
て
安
芸
駅
館
跡
と
推
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔庸
己

ｍ

「＜
高
田
郡
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『ぃ道
露
『
電

切

「＜
久
良
下
六
俵
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ、露
ド露
ヽ
電



こ
の
ほ
か
①

。
②
と
同
じ
形
態
の
長
方
形
の
材
の
一
端
左
右
に
切
込
み
を
入
れ

た
も
の
で
墨
書
の
み
ら
れ
な
い
も
の
一
点
、
短
冊
形
で
墨
痕
は
あ
る
が
解
読
で

き
な
い
も
の
一
点
の
合
計
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。

①
の
高
田
郡
は
遺
跡
の
所
在
す
る
安
芸
郡
の
北
に
接
す
る
郡
で
あ
る
。

②
の
久
良
下
は

「く
ら
げ
」
と
読
む
か

「
く
ら
し
た
」
と
読
む
か
明
ら
か
で

な
い
。
平
城
官
跡
の
出
土
木
簡
で
は

「く
ら
げ
」
は

「
水
母
」
が
み
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

小
倉
豊
文

『
府
中
町
下
岡
田
古
代
建
築
群
遺
跡
調
査
報
告
』
第

一
集

（府
中

＼ヽ
ょ
／　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
町
叛
育
委
員
会
）
　
　

一
九
六
三
年

小
倉
豊
文

『
府
中
町
下
岡
田
古

代
建
築
群
遺
跡
調
査
報
告
』
第
二

集

（府
中
町
装
育
委
員
会
）

1977年以前出上の木簡(三)

下岡田遺跡遺構配置図 (D:木衝出土井戸)

潮
見
　
浩

潮
見
　
浩

潮
見
　
浩

『
下
岡
田
遺
跡
発
据
調
査
概
報
』

一

委
員
会
）

『
下
岡
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』

一

委
員
会
）

。
松
下
正
司

「
広
島
県
下
岡
田
遺
跡
」

講
座
』
六
所
収
）

一
九
六
四
年

九
六
五
年
度

（府
中
町
教
育

一
九
六
六
年

九
六
六
年
度

（府
中
町
教
育

一
九
六
七
年

（雄
山
閣
刊

『新
版
考
古
学

一
九
七
〇
年

（松
下
正
司
）

(海田市)




